
 

第 64回「移動産学官交流」講演会・交流会 
『主催』：静岡市清水産業・情報プラザ  

『共催』：しみず新産業開発振興機構、静岡県農業高等学校長会、静岡市産学交流センター 

第 64回（平成 22年度第 7回）のご案内を差し上げます。 

今回は、前回（第 57 回）と同様に静岡県立静岡農業高校に協力いただき、大学研究者、企業、

高校生に下記のような内容で講演や発表をしていただきます。「環境」をテーマとし会場は静岡農

業高校です。講演者と交流を持っていただき、今後の活動に活かしてもらえばと考えます。多数

の方の来場をお待ちしております。 

大学・企業・高校  大妻女子大学、アサヒビール、静岡県立富岳館高等学校  

 開催日時   平成２３年１月１８日（火） 

        講演会  17:00～18:30  交流会 18:30～19:30 

 会    場    講演会  静岡県立静岡農業高等学校 5階 視聴覚教室  

        交流会   同 上         1階 会議室 

基調講演 『 環境問題の新たな課題 』                   

大妻女子大学 教授 岡島成行氏 

企業発表 『 自然の恵みを明日へ～アサヒビールの環境への取組み～ 』                        

アサヒビール株式会社 社会環境推進部 高橋透氏 

研究発表 『 光触媒再生紙チップの開発と導入について（農業実践発表） 』 

静岡県立富岳館高等学校 光触媒研究班 

交 流 会 大学・企業・高校関係者交流 ／静岡農業高校食品科学部製造による軽食の提供 

  参加料   無料 （交流・懇親会参加者は 500円／ 軽食・飲物を用意いたします） 

  定員       １００人 

  申込方法  下記申込書に記入して Fax、Mailで申し込み下さい。 

  事務局   静岡商工会議所 新産業課（担当：相磯、小堺） 

TEL：（代）054-355-5400 FAX:054-340-5117(専用）・352-7817 mail:info2@nio-s.net 

※ 学校側との積極的な交流を図るためにも、ぜひ交流会までご出席下さい。 
※ 尚、申込書にご記入いただいた情報は、当日名簿として配布するほか、商工会議所からの各種

連絡・情報提供に利用する事がありますことを、ご了承下さい。施 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

   第６４回「移動産学官交流」講演会・交流会 参加申込書（静岡県立静岡農業高等学校） 

                       平成 23年 1月 18日（火）開催 

事業所名  

参加者名   

所属・役職   

講演会 参加 ・ 参加しない 参加 ・ 参加しない 

交流会  参加（有料） ・ 参加しない  参加（有料） ・ 参加しない 

住所  

TEL  

※E-mail  

※FAX  

※ 欄：今後の『産学官交流会』のご案内を希望される方はご記入願います。 
（原則 E-mail案内とさせていただきます。FAXでのご希望の場合は、「FAX欄」のみご記入下さい。） 

新産業課（相磯、小堺） FAX 054-340-5117 



 

基調講演 『 環境問題の新たな課題 』 

大妻女子大学 教授 岡島成行氏 

 メキシコで地球温暖化を防ぐための重要な国際会議 COP16が 

開かれたが、環境問題については先進国と途上国で相変わらず 

せめぎあいが続き、なかなかまとまらないでいる。しかしその 

間も地球温暖化など環境問題は一層深刻化している。 

 新たな環境問題の切り口をどう見出していくか。そこでの 

日本の役割は何か。若者への期待をこめて環境問題の新たな 

課題を浮き彫りにしていきたい。 

 
 
企業発表 『 自然の恵みを明日へ～アサヒビールの環境への取組み～ 』 

アサヒビール株式会社 社会環境推進部 高橋透氏 

 アサヒビールは２０１０年１月に「環境ビジョン 2020」 

「生物多様性宣言」を策定し、豊かな自然の恵みを守り、 

育み、次世代へ伝える活動を展開しています。 

 本発表では、当社の環境への取り組み事例について 

ご紹介させていただきます。 

また、高校生を対象とした環境教育プログラム『日本の 

環境を守る若武者育成塾』についての活動紹介も行います。 

 

 

研究発表 『 光触媒再生紙チップの開発と導入について（農業実践発表） 』 

静岡県立富岳館高等学校 光触媒研究班 

 富士山麓に位置する富士宮市は静岡県一の酪農王国とし 

て知られている。しかし一方で、酪農臭気が地域の大きな 

課題となっている。さらに、多くの酪農家が用いている 

脱臭資材・おが粉は、価格の高騰化（供給不足）が進み、 

おが粉に替わる脱臭資材の開発が検討されている。そこで、 

 私たちは本課題を解決すべく、環境技術「光触媒」を活用 

した新たな循環型農業システムを地域へ提案し、普及活動 

に取り組むことにした。 

解決の手法として、分解効果（光誘起分解反応）を持つ 

 光触媒と製紙業の廃材「ペーパースラッジ」を組み合わせ 

た脱臭剤「光触媒再生紙チップ」を製作した。 

臭いも 1/15に抑えることができた。完成した堆肥は、 

我が家や周辺農家が経営するキャベツ栽培に生かした。 

普及活動にも力を入れ、北海道の酪農家や秋田県を視野 

に導入が始まった。 

今後、光触媒再生紙チップが現場により普及される可能 

性や課題等についてもご紹介したい。 

 
以上 

 

 

 

  

＜光触媒再生紙チップの取組＞ 
上；酪農家への光触媒再生紙チップの説明

（静岡県富士宮市・丸山牧場） 
 
下；酪農家への光触媒再生紙チップの導入

（静岡県富士宮市・伊藤牧場） 

 
「若武者育成塾」アサヒビール名古屋工場にて 

岡島教授 


